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３ 要旨

当研究所では殻長10mmの大型稚貝の生産手法として、海面を利用した中間育成技術を検討している。

平成12年度からは当研究所で生産した殻長５㎜稚貝をホタテガイの中間育成用の籠（底面：50cm×

50cm）に収容し松川浦内に設置したやぐらに垂下する方法で中間育成試験を行っている。今回は、本手

法の中間育成の適正期間及び収容密度を検討した。

(1) 中間育成期間 

収容密度を６～10千個／籠に設定し、11月に中間育成を開始した場合、翌年８月には平均殻長

10mmに、11月には12～14mmに達していたことから、この収容密度の範囲での中間育成の期間は１

年を要する。

(2) 育成開始時の収容密度 

取上時には10mm以上の個体が１籠あたり最大で４千個生産できることがわかった。よって育成開始

時の収容密度を４千個／籠より低密度に設定することは非効率的であると考えられた。（平成14年

度） 

育成開始時の収容密度を６千個、８千個、10千個／籠に設定した。その結果、収容密度が低いほど

取上時の10mm以上の個体割合は高く、６千個／籠で最も効率良く、10mm以上の個体が生産できる

と考えられた。 

２カ年の結果から育成開始時の収容密度は６千個／籠前後が適当であると考えられた。
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